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學部拉に法學會報告
◎彊翻執行篇短に競費法の改正に關する司法省の諮問と之に封
　する本大學主査震員會の繧過　　　　法學部助手江家義男
今般司法省8り現行民事訴訟法第六編（強制執行）並に競寅法の改正に就き、各大
學及び辮護士會並に裁判所に封し、意見を答申すべき旨の通達があつテこが、吾早綴
田大學に於てば、七月一日午後五時より、丸の内永樂倶樂蔀に於て學校關係者並に
校友の協議招待會を開いテこ。先づ寺尾法學部長より挨拶あり、次いで満場一致を以
て寺尾敢授を座長に推し協議會に移つ☆。協議に移るや、改正すべき鮎に付き自由
談話的に各自より夫々希望叉は意見の陳述があり、結局之れが圭査委員を設け、該
委員會に於て各自の意見を徴し、之れを討究審議することに決し、七月入日午後五
時ニリ大隈會館に於て第一同主査委員會を催すことになつ☆。
猫ほ當日の出席者及び選出ぜられプこ主査委員は次の如くであろ。
出席者（順序不同）
岩本勇次鄭、紳谷健夫、i新保勘解人、阿部女二鄭、清ぞ；孝藏。寺尾元彦、遊佐慶夫
高井忠夫、嘔島久記、中村宗雄、中村彌三次、外岡茂』干鄭、（以上本．大學敏授叉ば講
師）小山愛司、渡邊喜徳、奥岡喜藏、辻本作太鄭、内田七鄭治、高木常七、青山樹
左鄭、岸田常吉、（以上辮護士）長島穀（司法書記官1長島忠信（司法官試補）、松
村美佐男、松山翠の讃氏。
主査委員　（順序不同）
寺尾元彦、遊佐慶夫、中村宗雄、高井忠夫、外岡茂十鄭、今村恭太鄭、騨谷健夫、
阿部文二鄭、板倉松太鄭、細野長冥、尾高武治、出田末吉、上原鹿造、大橋誠一、
奥岡喜藏、…辻本作太鄭、波野干四鄭の諸氏。
當日に於けろ諸氏の希望、ヌは意見を、要約すれば次の如くであろが、猫ほ當日
出席ゼられテこる司法書記官、長島毅氏の談に俵れば、司法省としては未だ何等の腹
案なく全然貞紙の状態にあろといふことであつナこ。
?、? 責法と強制執行法との統一に關する意見。
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　現行法典ば強制執行法を民事訴訟法第六篇に規定し、競萱法は別に之れを輩行法
としてゐろが、競費法は蛤んど其全般に亘つて強制執行法の規定を準用し、而ザも
其準用が甚だ不備極まろものである。これ競費法と強制執行法とを分離すろ實盆の
無いことを示すものであろ。因つて此爾者を統一して民事訴訟法第六篇に規定する
ザ．叉は之れを民事訟訴法ぷり分離し箪行法として制定すろのが適當であろ。殊に
澹保物権の實行に就いて其必要の切’なろを感すろのであろ。叉後遮D如く競費手綾
に強制執行の場含と同じく、債務名義を必要とすろの見地よりすれぱ爾者の統一
の必要なことは言を侯澱であらう。【紳谷氏、中村（宗）氏、新保氏、岩本氏、提
案】
二、執行を簡易、迅速、且つ確實ならしむろ方法に關すろ意見。
　執行手績法の改正に當つては其簡易抵遠にして、且つ確實なろことを期すろに、
全般に亘ろ眼目であろが、其総則的改正意見ば次の如くであろ。
　（イ）執行に關ずろ異議の方法の整理一異議の方法を諸求に關すろ異議と、執
行方法に關すろ異議との二大別にすろこと。〔中村（宗）氏，岩本氏、紳谷氏提案】
現行i法に於けろ異議の方法を見るに、其主なろものば、所謂（1）執行文の付與に封
砺異畿（蓋薙榛）・（2）辮灘の行爲悶すろ購（五嘲條）（3）講求
に關すろ異議（五四五操、（4）強制執行の目的物に封すろ第三者の異議（五四九傑）
等で爵）ろが、此等異議の方法中仁ば、局性質を有し、何等匝別して規定すろの必要
を見な・・ものもあろザら、これを整理して上記の二大別にずろに如くばない。
　（ロ）特殊債懐に付いては簡易の執行方法を探用すろこと（紳谷氏提案）例ぺば
扶養料の講求権、或は雇人の給料請求櫻の如く、概して纏警的弱者に屡すろ諸求櫨
に就いては、此等の者を保護すろため、特に簡，易な執行方法を得ぜしむろ必要があ
ろo
　（ハ）財産の公示宣誓制度を探用すろこと（岩本氏提案）現行法に於ては、優務
者に其財産の有無を公示宣誓ぜしむろ方法がない爲め、不正な債務者は強制執行に
際し、財産を隠匿して其實敷を敗むろことを、不能ならしむることが多）・。因つて此
悪辣手段を防此すろ～方法として、財産を呈示せしめ、若し財産が債務を完濟する
に不足と認めらる、場合には、之れを破産事件として移送ずろことにすろ、斯くす
れば債務者が其財産を隠匿すろが如き、不正手段を講することを減少せしめ得ろで
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あらう（
　（昌）　競責法に依ろ競責に債務名義を必要とすろこと【中村（宗）氏、岩本氏提
　案】現行法に於ては、債権者が競費を爲さんとすろにに、軍に實騰法上の一定事實
の曇生を護明すろを以て足り、別に裁判所の許可を必要としない、叉執蓬吏ば債穫
者の委任さへあれば直ちに競費を行ひ何等の責任をも負搭しない。其結果往々にし
て不當の競責が行はろ、ことのあろのば、菟れ得ない研であろ。因弓て競萱の執行
に付いても、強制執行の場合に於けろ如く、債務名義を必要とすろを適當とすろ。
　（ホ）暇執行の宣言（就中第…審判決の）に基く強制執行をして實績を暴げしむ
ろが爲め、軍に保謹を立つろことのみに因り、之れに封し執行停止命令を登ぜざろ
様改正する二と。（阿部氏提案）
三、差押の効力に關すろ改IE意見．
　差押の敷力に關し質罐主義を採用すぺきザ、叉は醍當主義を維持すべき℃コに就い
てば、相當議論があっプこ。
　（4）　差押質樺主義を探用すべしとすろ説【瀞谷民、阿部氏、岩本氏、中村（宗）
賃】。現行民事訴訟法は、債務者の財産ほ総廣櫻者の共同携曝なりとし．各廣櫻者
の椹利ば李等な）1との原則を認め、差押配當主義を採用し☆。其結果執行力あろ正
本にふろ債纏者は勿論，執行力あろ正本を有ぜざろ債穫者と錐も、亦配當を要求す
ることが出來（五入九條）各債櫨者は差押物の換慣代金に付いて配嘗を受くろ権利
’を有し、差押廣櫻者としては何等の優先権をも有せざろを原則とすがアこめ、切角差
押をし☆債，灌者も、i其差押の實数を牧むろこと能1はざろの例無しとし噌ない。これは
強制執行を認めプこ趣旨を貫徹せざるものであつて、實に配當主義より來ろ鮫照であ
ろ。では債椹看の全財産に付いて強制執行を爲し得ろとの制度を探用しプこならば、
如何。これ強制執行をして，其實破産に等しい結果を來テこらすものであつて、其不
適當なろことは酉巳當主義に於けろよりも甚ナごしい。
　之れに反し質櫨主義に依れば、差押物に繋すろ法定質椹を認め、差押債椹者に、
辮濟の優先模を與へろのであろ℃協、強制執行の實行を牧むろことを得、叉個々の
財産に就いて、優先権を認めるのであろ℃》ら、債務者に酷に失：すろことなきを得ろ
のであろ。
　（ロ）　差押配當主義を維擦こ、乏れに適當の改善を加ふ可しとすろ説（奥岡氏、
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新保氏）上述の質櫨主義探用の意見に欝し實際家の立場よりして、次の如き反謝意
見があつテこ◎
　現今實際取引界に於て、中流商人の大部分は表面如何にも、堂々ずこる取引をし、
相當財塵を有すろ穣ではあるが、其内幕に立ち入つて見れば、債鬼萬來で、債穰ぶ
りも債務が遙に超過してゐるのが善通である。而ザも斯㌧ろ實情の下に於ても、日
日の取引を爲し得てゐろのは、一に債櫻者の濫情と、其猶豫に待つのみであろ。而
して債権巷が斯く濫情を持》、猶豫を爲すのは、實に配當主義に俵つて，債権者（ま
自分自ら直ちに強制執行を：爲さざるも・他の債権者が強制執行を：爲せる際に・其手
綾に李等の櫨利を以て、配當撫入を：爲し得ろといふ鯨裕が存すろ鰯らであろ。之れ
に反1若し質櫨主義を探胴せんザ、債櫨者は各自鍵濟の優先椹を霧んとし、競つて
強制執行に着手すべく、而して：先順位の差押ありて債権の満足を得られざろとき
は、更に破産宣告の申立に趨ろぺきこと嘗然の勢ひである。されば質権主義は、現
今取引界に於ける中流商入の大部分を駆つて、之れに封し破産の悲境に隅らしむる
虞れがあろ。斯の如く質穫主義は債権者の温情を失はしめ、債務者の悲境を顧みす
して、債椹者の保護に偏重すろものであつて、少くとも我國現時の鯉濟界に虞する
には、時宜を得7こものと言ふことを得ない。むしろ配當主義を維持し、之れに適當
の改善を加ふろに如ζはない。
　酎當主義に封する改善方法として二三の提案があつ7こ。
　（1）　配當加入債権者に劉し、裁鍋駈に職権を以て・簡軍なる審訊を爲すことを
得ぜしめ、債櫨者に非らざる者が配當加入をすろことを防ぐこと、（奥岡氏提案）
　（雪）執行機關に強大なる椹限を與へ．i其椹限に俵つて、完全ねろ差押を爲さし
むろと、（新保氏提案）
　（3）　債務者をして財産を公示宣誓煙しめ、其隠匿を防ぐこと（前鵜、岩本氏提
案）
圏、動産の強制執行及競費に關すろ改正意見、
（4携押禁拗の範園を撚鰍と（美主究講鍍債翻）（阿部氏提案）
　（口）　假差押物の保管は原則として債櫨者をして爲さしむろこと。〔中村（宗）．氏
提案】　第五六六條に依れば、差押物は原則として執遽吏之れを保管すべきものと
し、債櫨者の承諾あろとき、叉ば其運搬を爲すに就き重大なろ困難あろときに限り
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例外として債務者に保管琶しむろのであろが、これは債務者の差押物に封する使用
を過重に制限すろもので燈務者に封し酷に失すろ。因つて之れを改正し債務者保管
を原則とし、特殊の場合に限り、執遽吏に保管せしむろを漉富とす。
　（ハ）　動産の競費ば常設の場所に於て公費に附すること、t阿部馬、中村氏提案）
現行法に依れば、競費ば差押を爲しテこ市町村に於て爲し、差押債櫨者及債務者の同
意あろと猷他暢所に於ても飢得るナこめ（歌奎榛）競落人の鯛は多くは
專門的商人に限局され、一般公衆の縦費に供すろことが無い、其結果競費物は極め
て低債に競落ぜられろのが善通であろ。之れに反し、競責を常設の場所に於て爲し
一般公衆にも競落ぜしむろことにすれば、比較的高債に責即すろことを得ろであら
う。
　（昌）　差押債権者の競費延期申出は、照査債権者及び配當加入者全員の同意を必
要とすろこと、（小山氏提案）
五、不動産の競費に關すろ意見。
　競落許可決定に一種の公信力を認め、爾後に於て利害關係人の異議を許さす
私法上の椹利關係を安定ぜしむる制度を設くること。（岩本氏提案）　　現行法の
下に於ては不動産の登記と同じく、競萱に公信力を認めざろがテこめ、競責申立人が
正當の穫限なくして不動産上の櫨利の競費を申立てテこる場合にば、競落人は途に其
不動産上の漢利を取得ぜざりしこととなり、不測の損害を蒙ることがあろ。因つて
之れを改正して競費に一種の公信力を認め、競萱に俊る櫨利取得は決定的のものと
爲す必要があろ。
嵐、執達吏制度の改疋に關する意見。
　（イ）根本的改造説、【阿部氏、中村（宗）氏、沸保氏、提案】　　強制執行の如き
璽要なる國家事務を掌ろ機關が、手鐵料制度に因つて行動するのは、不正行爲を醸
す大なろ原因であろザら、此制度を塵止して俸給制度と爲し、且つ執行裁列駅の直
接監督の下に置くを可とすろ。
　（ロ）一部改善説（新保氏提案）　現在の執達吏制度を康止し、之れに與ふる
に強大なろ櫨限を以てし．執行手績に關すろ一切の問題は、総て執行機關をして決
定ぜしめ、一面利害調係人保護のプこめに櫨利を留保ぜしむるを可とマ。
七、假差押、假塵分が無権執行に終つテこ場合には、其申諸人に過失の有無を問はす
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損害賠償の義務を員はしむろこと、（岩本氏提案、
八、民法第四一四條の規定を強制執行篇に規定すろこと〔中村（宗）氏提案】　　民
法第四一四條は、其性質上強制執行篇に規定ゼらろべきものであろ。
九、競費手縷と國税滞納虜分との關係を調和すること　（長島毅氏提案）。
以上の提案は審議招得會の席上で提畠せられナこもので（其後主査委員會にて否決
せられしものを省⇔倫嘗臼以後に於ても、約十二三の提案があつ7こが、此等は直
ちに主査委員會に附ゼられ☆。
主査委員會は大隈會館に於て、第一同を七月入日に、第二同を九月十六日に、第三
同を十月二十三日に之れを開き、愼重に討究審議の結果、大騰の原案を作成し、更
に答申書としての髄裁其他字句の修正を、紳谷健夫、阿部丈次鄭、中村宗雄の三…氏
に委囑しナこ。其成案は法學部敏授會に於て可決ぜられ、十月中旬司荘省に答申ぜら
れ7こ。下揚が其全丈であろ。
主査委員會の出席委員は次の如くであつナこ。（順序不同㌔
第一同、（七月八日）細野、尾高、上原、大橋、奥岡、辻本、山田、今村、阿部、
紳谷、遊佐、高井、中村の諸氏o
第二同、（九月十六日）大橋、波野雫・今村、阿部、騨谷、寺尾．遊佐、中村の諸氏c
第三同、（九月二十三日）波野李、i辻本、奥岡、大橋、尾高、細野　阿部、今村、
紳谷、寺尾、遊佐、中村、高井、外岡の諸氏。
以上は我々助手一同が各席上出席者諸氏の討論を筆記しテころ記録中ぶり筆者が
其要領を摘記しカものであつて、凡べて筆責は筆者テころ小生に在ろ。畢りに臨み非
常なろ御熱心を以て討究審議ぜられテこ、諸先生の御健康を覗して筆を欄く。
◎強制執行篇改正に關する本大學の答申
O新法起草の方針に關すゐ答申
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一、彊制執行に關する規定は民事執行法其池適當なる名欝の下
に濁立に立法すること。
二、現行競責法は之を磨止し主として上記民事執行法に其規定
を移し性質上同法に規定するを不適當と爲すものは之を非訴事
件手績法に移すこと。
………、執達吏の手敷料制度を磨止し俸給制度と爲すこと。
四、扶養料債穰i並に勢働者及び之に類する者の受くべき報酬債
権に付ては其執行を速かならしむる爲め特種の規定を設ぐるこ
と◎
重、債務者の財産隠匿を防止するが爲め財産公示宣誓制度に類
する’制度を探用すること。
O総則に關する答串
一、假執行の宣言を附しナZる第一審判決に因る強制執行に封し
第二審の爲す執行停止命令（轟塁δ8篠〉に付ては保讃を立つる二
と以外に爾ほ適當なる制限を設くること。
二、執行に關する各種の異議は大騰に於て現行の制度を維持す
ること、但し執行の方法に關する異議（現五四四條）に關して
は執行手綾の遅延を防止するが爲め再抗告を許さざること。
○差押の敷力に關する答申
　新法に於ても差押配當主義を維持すること但し配當要求穫者
は當該差押前に成立したる債務名義に因る者のみに之を限定す
る二と。
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O動産駕封すゐ強制執行に關する答串
一、差押禁止物に關し肚會の進運に癒じ適宜其種類分量等を横
張すること。
二、動産の競費に付いては常設の公責場を設け同所に於ても之
を爲し穿尋る規定を設くること。
罠、差押債権者の競責延期申出は配當要求椹者全員の同意ある
ときに限り之を許すこと。
四、有禮動産差押の際執行機關が債構に關する債務者所持の讃
書を登見したるときは之を有髄動産差押の手績に依りて差押へ
得るものと爲し且つ適當なる條件の下に之れに債椹假差押の敷
力を有せしむること。
O不動産に封する強調執行に關する答申
一、不動産の競落人が代金支彿義務を完全に履行せざる場合其
保讃金を没牧し得る規定を設くること。
二、不動産の競落許可決定に因る私法上の椹利取得に封しては
相當偽梛艮（契壱諜欝串蟹腎警騨係）の下に確定鰍焼
附與すること。
…、競落許可決定後代金支彿義務を完全に履行せざるに因り再
競責に附せられたる場合競落代金並に其費用以上に當る現金を
提供して買取を申出る者あるときは其者に費却し得る規定を設
くること。
O假差押假慮分に關する答串
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一、假差押物の保管は債務者をして之に當らしむるを原則と爲
すこと。
ニ、假差押は保讃を立つることのみを條件として之を許可する
こと。
…、假差押假庭分の執行が不當に露したる場合には過失の有無
を問はす債灌者に損害賠償の義務を負はしむること。
O雑
?、? 見引渡の執行に付き適切なる規定を設くること。
ニ、民法四直十四條の規定中執行手績に關する部分は之を民事
執行法に移し適當なる規定を附加すること。
……、執行手績と國税滞納塵分との關係を調和する規定を設くる
こと◎
四、改正民事訴訟法第四十六條乃至四十八條の規定に騰する執
行手績規定を設くること。
　　　　　　　　　．以上
　　　◎法　學　會　大　會　　　　法學部助手千　種達　夫
六月十二日第五同法學會大會を大隈會館ご開いアこ。集ろ者約九百、天日薄雲に蔽
はれて初夏暑ザらす、書院を演壇として周園の芝生に露天のま』椅子を据ゑて、午
後一時學生委員によつて開會の欝がのぺ：られブこ。先づ寺尾法學部長は立つて、i法學
會の管理方法、管理委員の分搭、早稻田法學登行の経過について設明され、我が法
科が年一年と隆盛に赴く事を統計を以て解℃ーれ、更に一層協力して法學部の獲展に
資也ん事を高調して學生を奮起ぜしめられテこ。遊佐教授の例により精細なろ會計報
告が経つて、來賓として岸清一博士より次の標なお話しがあっ六。
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　法律は死物であろ。之を働ザぜろ人があつてこそ、その目的を淫し得ろ。今實施の
目前に迫つてゐろ法律：が三つある。陪審法、民事訴訟法、善通選暴i法がそれである。
これが運用ば果して如何。刑事訴訟法は手綾の絶到秘密と當事者の名屡保護とを
信條として改正されプこ。だがその實施を見ろに、裁剣所は呼出、拘留、捜査等につ
き殆ど其秘密を守らす、新聞紙は商略上より未だ起訴されぬ被疑者に封してすら己
に罪人として筆を弄1、、幾忍酷薄なろ記事を揚載すろ事をいとわぬ。然もその救濟
を求めろに難く叉求めんとすろ人も少い。英國人の名碁隠尊重の念の篤き實に羨望
に堪へぬ。醗つて陪審法實施の曉に想ひ到ろに、陪審官は兎もすれば之等新聞の記
事に誤られて被告へが有罪であろと豫噺し、其の結果塗に陪審制度の目的を裏切り
徒に検事の微築を買ふに絡らん：事を恐れろ・…。
とて陪審法實施と名碁椹保護につき述べられ8うとし話し佳境に入らんとしテこ時、
どうしれ天の悪戯ザ・密雲次第に濃く・一滴、二滴、雨の脚漸く繁くなるに及び、
止むなく解散して學生永一ツに集る。會場混雑の爲め御講演を績行すろを得す、
他の來賓の方々のお話しを承ろ：事の出來なザつたのは痩念であっれが、學生の五分
間演説、新入生獣迎の欝、同答欝等に若人の意氣をあげた。
次いで庭園の各所に設けられナこ摸擬店で夫々腹を満し、一・方會館書院では饒興
を開始し、和洋音樂、舞踏、奇術創舞と次々に演ぜられすこ。雨爾やまぬ爲め會衆を
舞塁『ころべき書院の一一部に入れ六ので齪者演者相接し、仲々に混雑し☆が、司會者
並に學生委員諸君の努力に因り無事プワグラムを進行し、熱狂のうちに絡り、學生
委員の閉會の蹄こ次いで校歌を合唱し、寺尾部長の襲聲にぶり萬歳を三唱して五時
牛解散しアこ。先刻來の雨はあがり庭園の新綿鮮に、人々は麟り果て、會館は荒しの
後の静けさであつすこ。
◎鷺事訴訟演習の経過　法學部助手金澤理康
罪の子の裁ザろ』日の故ザ、秋とはいへ曇り勝ちなる十月九日の正午例年の如く
刑事訴訟演習は開廿れ7こ。秋季に於ける學園の催し物の随一として年々盆々聲憤を
高めつ㌧あろ爲め人i氣湧くが如く，混雑を慮つて獲行しれ傍聴券により場内ば定刻
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にば最早身動きならぬ程詰めザけ、廊下にまでベンチを積上げのぞき入ろ仕末であ
っアこ。非常の期待の裡に役員順次入場、着席、何れも本年新調の法服を纒び立振や
ザである。寺尾部長立つて開始の挨拶を蓮べ、次いで裁判長工り型の如く被告爾名
の氏名、年齢、職業、住所，本籍等に就ての訊問ありo終つて、検事の起訴事實の
陳述あり大要は爾被告何れも少年の勇を以て大謄にも懐中無一物なろに拘はらす
入丈島に上陸後某族館に宿泊し一日入十銭の特等客として三日滞在、三日目の午後
宿泊料の請求を受くろや言を左右にして支沸はす、途に悪計を案じ同家湯殿に放火
し財布を焼失ぜりと傭り以て一時支携を冤れんと試み、同日夜午後入時同家湯殿に
於て所持のマツチを以て焚付用の麻屑に放疲し、以て板壁方一尺乃至二尺を嶢鍛せ
り。然れどミ、直ちに同家女中に登見ぜられ大事に至らす清止めテこV）。被告森某は放火
の實行を爲し、同佐藤某ば莫見張を爲し、鮎火ぜろを見て雨人共自室に蹄）〕アころも
のにして畠火の報を聞くや、爾人馳ぜつけ清火に蓋力ぜろが如く装へ頭。といふ
のであつ☆o検事の起訴事實の陳述絡りすこる後、裁列長は先づ被告の履歴に就き詳
細の取調べを爲しプこが、之に封すろ被告雨人の家庭の事情學業の成績思ばしザらす
中途退學ぜろこと爾人共一饗千金を夢みて硫黄の探取に小笠原島へ行ザんとし、途
中入丈島に上陸し敦こと、族費の出麗、費途蛇に上陸後宿泊迄の経過等に就ての陳
述に～訓璃場寂として片唾を呑んで傾嘉し犬。綾いて裁鋼長の犯罪事實の訊問に封し
ては被告爾名は宿泊後故郷の家へ迭金の手紙を出しテこことを述べ、無銭宿泊の意の
なザつプこことを主張し且放火の意思はなザつ7こが携はなくて濟むやうな天地の大攣
動でも起ればよいと思つてゐアこと答へて満場を笑はぜ、護擦物件のツマチを示され
てその所有を肯定し、且鯨凹遅い時刻故女中を煩はすのは氣の毒と冷え☆風呂を自
身で焚きつけアこ旨を述べ、附近の焚木に引火などしやうとは思はナよザつ字ことて犯行
全部を否認しプこ。そこで裁判長は豫審調書を讃み上げ犯意のあつテこ旨の豫審の陳遮
に就ての辮解を求めナこ。雨被告は八丈島の巡査がそう言へば年は若いしきつと無罪
になるザらそうしておいて早く東京へ送られ☆方が得だ。と言ふので早く東京へ露
り度くもあつテこしするので巡査に敏ばつアこ通りを遮ベテこので、決して火なぞ放けアこ
箆えはあV）まぜんと答へ☆。そこで裁判長ば爾人の故郷の兄や伯父へ出しプこといふ
手紙を順次護み上げた所、何れも宿泊料が沸へない故死ぬといふ意味の滑鷲の丈章
だつアこので満場失笑。次いで豫、審廷に於ける宿屋の主人の調書を讃むだ。軍に事實
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の陳述にi過・ぎなザつガ。そこで裁判長は被告に辮明したいことは『ない℃》と問ひ、蒸皮
皆は無）・と答ヘカので槍事の被告に勤する訊問なきザを質す、無しと答ヘァこので今
度は辮護人に問ふ、辮護人も訊閲なき旨を答ふ。依つて被皆の訊問を絡り在廷謹人
田崎某（宿屋の主人）の訊問に移ろ。先づ年齢、身分、職業等を問ひ宣誓をさせろ。
宣誓後被告等の當時の身蹴り、態度及之に封する感想を問ひ風呂場の模様焚付の方
法，時問等を問ふた上常用のマツチの商標を確めた。それより辮護人よリニ三宿泊
料の規定に就き問ふ虜あつて其訊問を絡ろo謹、顛退廷◎被告は誰言の放火の鮎を否
認しテこ。今度は積屋の女中飯塚某在廷鐙入として禺廷。型の如く宣誓絡リプこる後裁
剣長ば鐙人ザら曇火當時の模様も詳細に藷取つテご。辮護人は裁剣長の許可を受け順
次謹人の訊問を爲しプこ。謹言は凡て被告に不利。終つて謹人退廷。辮護人は爾人の
家庭の状態を知ろ必要上参蓼人として佐藤某、森某を申請、裁剃長陪席剣事と巧に
鉛筆合議を爲し決定を以て許可。順次入廷訊問。参考人ば爾人の家滋生活は鯨り順
境でなザつれが格別不冥性はなザつ7こことを蓮べ、今後の虚置は森は信仰生活に入
らぜ佐藤は技師として立アこぜやうと誠意を以て引受けプこ。
　以上を以て謹擦調べが絡つおので検事の論告に移っプこ。槍事は被告爾人を不夏少
年なりと籔じ送金の期待は殆んど皆無なのに不拘、無銭の事を告げすに投宿しナころ
事は不作爲に俵つて刑法第二四六條の詐欺罪を構成すろものであろ。叉放火の黒占に
就ては公剣廷の被告・の陳述は全部換斥し豫：審に於ける陳遮に基いて放火の故意、放
火の實行、並にその濁立燃嶢に至つたことを認め且放火行爲塗行の爲重要なりしの
故を以て佐藤の見張ば從犯に非す共同正犯を以て論すべきものと断定し、最後に放
火行爲ぽ詐欺の通常手段に非ろ故に刑法第五四條第一項後段の適用を排斥し併合罪
に問凝して詐欺放火既遽の併合罪を認め而も實害の僅少、前科なきこと、年歯弱冠
なろこと等の鮎を斜酌し、酌量減輕の上各徴役四年に慮すべきことを求めすこ。検事
の論告絡ろや休憩を宣して係員退場。十分の後薄開。辮護人の辮論に入ろ。辮護人
は順次熱辮を振つ7こ。然し何れの辮護入も爾被告を包括して全部に亘り辮論しれ爲
に重複甚しく爲めに傍嘉者に多少の倦怠を畳えさせ7このは逡憾であつプこ。
　その辮論の要旨は第一、詐欺の貼を否認し☆。理由は軍．に懐中無一物の故を以て
は詐欺意思の成立は認め難い。暇に一歩を譲つてもそれは廣務の履行延期の意思で
あつて債務免脱の故意はなザっプこ、その上被害者の財産に何等同復不能の損害を與
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へてゐ、ない故に欺岡禾脱暮の罪は成立し噛ないと述べ、第二放火の匿途を敷用肇滅訊に
擦つて定むろことを高調して放火末途なりと主張し、或ば放火行爲の故意ば公共危
瞼認裁をも要すと断じ且其認畿¢）なザつ☆ことを蓮べて全然放火罪を否認しテこ。第
三共同疋犯と從犯との匠別に就てはb實行々：爲を搭任しテこザ否ザに依ろぺきもので
あろザら本件の佐藤某の見張行：爲は從犯に當ろものであろとし、第四牽蓮犯は客観
訊は探ろベザらす、主麹的に手段目的の關係に立テこしめナこ場合は凡て之を含むもの
であろザら本件の放《と詐欺とば牽蓮犯であつて併合罪ではないと蓮べ、第五に犯
情論として破告雨入は當時心瀞耗弱の状態に在りその諺膿は彼等の故郷へ迭つ7こ
手紙の丈でも鋼ろと説き、叉爾人は當時所謂nostalgia（懐郷病）の状態であつプこの
で突曇的犯行なろこと恰も月経時に於けろ嬬人犯罪の如しと述べ、最後に爾人の過
去に於けろ還境の不遇、將來の希望、隼齢等を掛酌せられて刑の免除叉は執行猶豫
の虜置を希望して辮論を結んずご。蹴に於て裁鋼長は被告爾名に最絡に陳述すろこと
ありや否やを問ひ、被告爾名に於て飽に陳遮すろことなき旨の答をなしテころ後辮論
を絡結すろ旨を’告げ、裁判長（ま陪席剣事と共に合議の爲め退廷、敷分にして再び出
廷、鋼決を言渡し7こ。
　主文は被告爾人何れも懲役二鵯、四年問珊の執行猶豫。押壊のマツチは没敬、訴
訟費用ば謹人田崎の分を除き全部被告の共同貸搬、詐欺被告事件は無罪とすとあつ
ナこ。理由は公判廷に於ける被告の供蓮は凡て信を措くに足らす、故に豫審の供述を
凡て眞なりと認め、その調書蛇に關係人の供述に依りて鋼噺すろに詐欺罪成立すろ
が如きも鐙擦不充分に就き詐欺は無罪放火行：爲は猫立の燃嶢程度に至らす、媒介物
を燃僥しテこるに過ぎざろを以て放火未途罪とし、且被告爾名を共同正犯として刑法
第六〇條一一二條一・O入條を適用し、四三條本1文六入條により末途に＆ろi減輕し、
荷犯情を酌量し六六燦にぶり更にi減輕し、且若年の故に二五條に依り執行猶豫とし
押牧のマツチは一九條二號に依りて浸牧すと蓮べ：ナこ。
　これで今日の訴訟演習ば絡つナこ。そこで新保講師の講評に移つ☆。無銭宿泊は信
用詐欺の…種で犯罪成否の條件に付き學界に議論あろこと、一時の支沸猶豫も二四
六條二項の財産上の利盆中に包含せらろろこと、放火罪の既途に關しては濁立燃焼
読至當にして大審院の鋼例に反し☆数用雲滅設の辮論は法廷辮護としては無釜’なる
こと、本件は少年法の適用を受くべきものなろに之を一人も論じなザっ7ここと等
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の挫意あり、且各馨護人が極めて實際的に且充分に理論並に事實を研究しブこことを
稽揚して降壇。代つて今村指導講師立つて本訴訟演習の目的は軍なろ演劇でなく墨
理の實際研究の儒に開催すろのであつて、訴訟の開始ザら藩結迄一通り了解できれ
ば其目的は蓮しテこのである。本題の主眼は少年犯罪であろこと詐欺意思の存在不明
確であろこと等であつ象。此難問に封して何れもぶく努力せられ此の如き二い結果
を得テこことは喜ばしいと結び降壇しテこ。最後に寺尾部長立つて閉會の挨拶を述べ静
に散會しテこ。時怜も薄暮漣り諮生皆感慨に跣りつつ家路に就く。係員ぽ全部學生ボ
ール1こ集まり鰍敷亥駈愛惜しき別れを告Oデ’た。
侮嘗日の役員は次の如し。裁判長、野村佐太男（大法三）。陪席劃事、松浦朗（大
法三）。同、常盤正雄（大法三）。検事、俣野啓次（專法三）。同、岡閏三四鄭（專法
三）。書記、小瀞野照行（大法三）。巡査、原口昌Z（專法一）。廷丁、塚崎義鄭（大法
一），、被告、大島虎司（大法三）。同、石垣董（專法三）。謹人、小野馨（大法二）。同、
中村志艮（專法二）。参考人。山本豊（大法三）。伺、長谷川正生傳法三）。辮護人
大崎孝止（大法三）。同、橋本千代雄（大法三）。同、河内隆二（專法三）。同、實田實
男（專法三）。同、山田政一（大法二）。同、柏源武夫（專法二）。外に記録係として
永井義順（大法三）。永井正義（專法三）。森岡三男（專法三）。の三君が居ろ。
　　　　　　　　◎大審院判決鋒の購入
本大學講師法學博士岡田朝太郎灰所藏の大審院判決録第一號よ））全部揃ひを本
會に譲り受くろの件、過般來本會と同博士との問に進行し、其財源の物色中、幸にも
曲度校友依田英一氏（明治塒五年邦語行政科卒業）より其資金寄附の申出あ）九去る
：九，月中無事i其購入を了し象。今後會．員一同の慎宜著しきこと、信する（中村宗雄i稿〉
